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医療機関の病棟運営における現状と課題

ベッドコントロール支援Contentsの導入の工夫や効果

今後の展望



がんゲノム拠点病院、DPC特定病院群、急性期一般入院料１
基幹災害拠点病院，救命救急センター、
総合周産期母子医療センター、がん診療連携拠点病院 等

診療科数：37科
許可病床数：707床（一般病床657床、精神病床50床）
職員数（含非常勤）：1,567人（医師235人、看護師828人）

認定施設

自己紹介

医療情報課 業務内容
 ①医療情報システム

 ②がん登録

 ③DPC・統計/分析

 ④診療録

①小児病棟看護師～（小児内科・小児外科）

②医療情報システム係（事務系）

③看護師長（兼）病床管理室長（コロナ渦）

④2021年より現職

病院概要

54％ 46％

予定入院（午前・午後） 緊急入院（午前・午後）

R7年度  新規入院患者数17,724人 平均在院日数9.6日
延べ患者数19,202人 稼働率87.2％
手術件数6,907件 救急受け入れ件数8,088件



病床は「空き」ではなく、
組織全体で動かす経営資源

費用費用

収益 収益

病院概要経営課題



ベッドコントロールと収益化

入院決定

スムーズな受け入れ
救急外来のベットを空けて、次の対応（入院収益化）

稼働率の最適化
空床を減らし、病院経営の安定と医療資源の有効活用（ベッドは病院全体で管理）

適正在院日数
退院予定を正確に把握し、次の患者へ円滑にベッドを回す（チーム医療・退院調整、DPC入院期間）
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ベッドコントロールシステムに期待した点

①予定入院患者が入らない病棟の調整
②転棟やベッドコントロール受け入れの為の調整
③男性部屋、女性部屋を意図的に作る為の調整
④ICUやHCUより、一般病棟への転棟調整

対面開催の削減・時間短縮

AM９時～ ゴールデンタイム

同じ内容の繰り返し・メモ

何歳で 性別 〇〇症状か〇〇病名
ADL,認知機能、付属する医療機器、
現在の状態・・・・・



Indicator画面 入院・緊急入院/未来の入院退院状況

当日1時間以内の緊急入院状況
1人・・・橙色
２人以上・・・濃橙色

緊急入院カウント：入院申込みオーダ
①申込区分
即日・至急・なるべく早く・予定入院

②入院申込/決定が当日であるか

or

入院基本料別の空床数（男女／個室）

今の情報 未来の情報



他ツール起動画面からワークフロー
緊急入院・転棟依頼の電話・メモを減らす

テンプレート＆ワークフロー
電子カルテパッケージ機能

・メモ内容をテンプレート化
・リスト選択項目は、最小限



Timeline画面 今現在～退院予定までの可視化

主治医名
ベット番号
フィルター機能
ソート機能

カルテ
起動

Ⅰ期 Ⅱ期

Ⅱ期 Ⅲ期

Ⅱ期からⅢ期のタイミングで
減収額（点数差）表示

退院調整
情報



Timeline画面 MSWの日々記録が、Timeline画面に反映

難抗理由例

・標準機能テンプレート
・ベットコントロール画面用に、記録不要
・テンプレート項目辞書のデータ利用
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あともう少し ベッドコントロール 空床だが、空床理由のベッドは
空床数より外すか、空床理由がわかる表示

空床数５ 現実的に入れるのは３ 一定の条件を満たせば 残りの２可

①

②

③④

⑤



AIで解析した退院目安について DPCデータで学習
特定DPCコード、治療内容、検査、検査結果 もろもろ



まとめ

期待すること

電子カルテの複数画面展開、メモからの解放
必要なデータの集約化、最新情報は「 Indicator 」「Timeline」「ワークフロー」参照可
・緊急入院時、「詳細はワークフローからカルテ起動をしてね」

AIによる退院候補 現時点で期待されていない。「AI学習の限界：社会的環境・地域連携」

繫忙度・DPC入院期間の直観的なUI
臨床の医療活動可視化（入院状況/侵襲的な手術・検査/退院調整進捗）
DPC入院期間の差による点数可視化（病院経営に参画）DPC入院期間Ⅰ割合目標値維持中

対面ミーティング、同じ内容の電話連絡削減
電子カルテ画面で、どこでも参照、DataAccessibillity 今年度からの対面ミーティング「ゼロ」
・年度のタイミング、採用タイミング、育休明けタイミングでのアナウンス必須

空床理由の反映を望む 現実的な空床数の把握ができる仕組みを期待
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